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【緒言】2008年に細野らにより発見された鉄系超伝導体は、逆蛍石型の FePn 層 (Pn = As, P)とブ

ロック層との積層構造を有し、SmFeAs(O, F)で臨界温度(Tc) = 55 Kと高い Tcを記録している[1]。

現在までに関連する様々な化合物が発見されており、例えば NiPn 層を持つ LaNiPnO では Tc ~ 4K

の超伝導が報告されている[2]。一方、超伝導は示さないものの LaCrAsO など正方格子 CrAs 層を

もつ化合物も報告されているほか、構造は異なるものの CrAs などいくつかの Cr 化合物でも超伝

導が報告されている[3]。一方で、CrPn 層を持つ化合物の物性はあまり研究されておらず、関連物

質にも探索の余地がある。前回の報告では CrPn 層を持つ 4種類の化合物の合成に成功し、得られ

た化合物への Mn のドープにより抵抗率が変化したことを報告した。今回は引き続き CrP 層を持

つ化合物の探索及び元素置換による物性の制御を試みた。 

【実験】試料は固相反応法により合成した。原料を Ar雰囲気下のグローブボックス中にて粉砕・

混合した後、ペレット成型し、石英管中に真空封入後、焼成を行った。得られた試料の構成相の

同定と格子定数の算出を X 線回折法にて行い、SQUID 磁束計を用いて磁化率を、交流四端子法に

て抵抗率を測定した。 

【結果と考察】これまでの当研究グループでの研究結果などから合成対象物質を選定し、CrP 層

を持つ新規層状化合物の合成を試みたところ新たに(Cr2P2)(Ba4Sc2O6)、(Cr2P2)(Ba3Sc2O5)の合成に

成功した。Fig. 1 に示すようにこれらの化合物の磁化率は強磁性的な振る舞いを示した。

(Cr2P2)(Ba3Sc2O5)の抵抗率は金属的な挙動を示し、その値は 10-2 cmと類似化合物と比較して低

い値を示した。BaCr2P2に Mn をドープし、その抵抗率を測定したところ Fig. 2 に示すように抵

抗率が半導体的挙動へと変化した。この傾向は前回((Cr1-xMnx)2As2)(Sr4Sc2O6)に見られたものと同

一の傾向である。一方

で BaCr2P2への Asドー

プも試みたが、固溶体

の生成は確認できなか

っ た 。 講 演 で は

(Cr2P2)(Ba4Sc2O6), 

(Cr2P2)(Ba3Sc2O5) に つ

いての元素置換及び

BaCr2P2 への K ドープ

を行った結果について

も報告する。 
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Fig. 1 Temperature dependence of 

magnetization of (Cr2P2)(Ba4Sc2O6), 

(Cr2P2)(Ba3Sc2O5) 

Fig. 2 Temperature dependence of 

resistance ratio of Ba(Cr1-xMnx)2P2 
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